
 

 

生物学を統一的に理解するための理科カリキュラムの構想 
－誤概念払拭をめざす「生物の階層性」と「系統進化」により－ 
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１ 問題の所在と研究の目的 

昨今の自然主義的誤謬として，英国の経営学者レオ
ン・メギンソンによる「最も強い者が生き残るのでは
なく，最も賢い者が生き延びるのでもない。唯一生き
残ることが出来るのは，変化できる者である」という
「種の起源」の一解釈を，ダーウィンの名言として社
会変革の論拠にした誤用例 1)がある。 

一方，巨大な知識の海に漂う現代生物学の統一的理
解には，生物学の 4 つのなぜ（至近要因・究極要因・
発達要因・系統進化要因）と，生物の階層性（遺伝子
～細胞～個体～生態系）による再構成，並びに「進化」
による生物教育の統合化を提唱した知見 2)がある。 
本研究では，平成29・30年告示の中・高等学校学習

指導要領「理科」で示された「空間的・時間的」視点，
「生物多様性・共通性」と，それらを包含した「進化」
の視点から中学校「生命」領域の 5 単元を統合し，今
後の生物教育のあり方を提案することを目的とした。 

２ 研究の方法 
中学校「生命」全領域（現行1年「生物の観察」，2

年「進化」，3年「生態系」・「遺伝」の計4単元）を
「科学的進化概念」で捉えた実践的研究 3)について，誤
概念払拭に資するカリキュラムの改善の視点から再検
討を行った。具体的には先の 4 単元において，生徒に
よる課題回答内容を，主に誤概念の立場から分析した。 
さらに，米国の中学校生物教科書 4）（A～Eの5分冊・

日本語翻訳版は合本）についても，上記の生物学の統
一的理解の観点から掲載内容を分析した。 

３ 調査結果と考察 
4単元に及ぶ生徒による課題回答結果から，次のこと

が明らかになった。「優勝劣敗」については，「優れた
ものが劣ったものを駆逐するというイメージ」の払拭
が特に3年「遺伝」で困難であった。しかし，1年「生
物の観察」におけるタンポポ分類の学習では，「優れた
者が必ず生き残るとは限らない」ことを理解した。3年
「生態系」では，「食物網」の学習によって，「弱肉強
食」の払拭がみられた。その他，「獲得形質の遺伝：ラ
マルキズム」は，2年「進化」・3年「遺伝」「生態系」
において，「自然選択：ダーウィニズム」を用いた仮説
を考える課題によって，その払拭の効果が示唆された。 
ただし，生徒の回答結果を「科学的進化理論の枠組」

で捉え直すと，「自然選択説」で答えながらも，「獲得
形質の遺伝」と組み合わせていたり，「遺伝的変異」を
考慮していなかったり，「～のために：目的論的進化」
という表現を用いていたり，「直線的な進化」であった
り，誤概念を含めた表現に陥りやすいことも判明した。 
 先の米国の中学校生物教科書 4）では①分類②細胞③
遺伝④進化⑤生態系の順に配列され，「遺伝的多様性・
変異」「系統進化」「自然選択説」が明記されていた。 

 
図１ 生物学を統一的に理解するためのカリキュラム構想 3) 

 

表１ 中学校理科「生命」領域カリキュラム内容の提案 

※ ①～⑤は本研究で提案する各単元の履修順（先の米国教科書の配

列順や平成29年告示の新中学校学習指導要領の配列順と同様） 

４ まとめ 
中学生による課題回答結果から導き出された「遺伝

的多様性・遺伝的変異」「系統進化」，新学習指導要領
における「生物の多様性」「共通性」，「空間的視点」か
ら捉えた「生物の階層性」，さらに「４つのなぜ」のう
ち「時間的視点」である「発達要因」や「系統進化要
因」などの生物学の統一的理解の見地から，図1や表1
のような「生命」領域カリキュラムが示唆される。 
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